
　今回の講演会は研究者・支援者として、そしてアスペルガーの息子を持つ父として、発達障がいを持

　つ人の身体機能・感覚の面の問題解決に尽力されている岩永竜一郎先生に講演をしていただきます。

　又、ゆうゆうセンターの緒方よしみ先生との対談で具体的な対応方法等を話し合っていただきます。

岩永先生 緒方先生

自閉症スペクトラム症などの発達障がいがある人 かねてより、発達障がいのある方たちのご相談

は、社会コミュニケーションの問題や興味思考の の中で、感覚の特性をもたれる方の生きにくさ

偏りだけでなく、身体機能や感覚面に問題を抱え を痛感しておりました。感覚特性は、周囲に理

ていることがあります。それらは彼らの生きづら 解されにくいだけでなく、実はご本人も気づい

さに直接的、間接的に影響を与えることがありま てないことも多く見受けられます。今回DSM-5

す。しかしながら、それらの問題は周囲の人に気 で、診断に際して、感覚特性の問題が重視され

づかれにくく、支援が必要な問題だと認識されに るようになったことには、大きく共感するとこ

くいことがあります。家族や支援者は身体機能や ろです。発達障がいと感覚特性についての第一

感覚面にも目を向け、その問題があれば支援方法 人者、岩永竜一郎先生のご講演を、私自身大変

を模索することが必要です。今回は、発達障がい 興味深く、楽しみにしております。

のある人の身体機能や感覚の問題の特徴と対応方

法について紹介させていただきます。

日　時 平成27年2月1日(日)　受付　12:30　 開始　13:00　 終了  16:30

会　場 西南学院大学西南コミュニティセンター　

定員　200名　 （ 定員になり次第締め切らせていただきます。）

講演

「発達障がい者の身体機能と感覚の問題への対応」

　講師　岩永竜一郎先生 (長崎大学大学院医歯薬学総合研究科　准教授)

対談

　岩永竜一郎先生

　緒方よしみ先生 (福岡市発達障がい者支援センター所長)

対象者 家族　支援者　医療・教育関係者　市民

参加費 1,000円(資料代含む)

申込方法 裏面参照 ※託児はありませんので、ご了承下さい。

後　援 福岡市、福岡市医師会(予定)

社会福祉法人福岡市社会福祉事業団

(福岡市立心身障がい福祉センター・福岡市発達障がい者支援センター)
福岡県自閉症協会、福岡市自閉症協会、福岡発達障がい者親の会「たけのこ」

福岡市成人期高機能自閉症･ アスペルガー症候群等親の会「あすなろ」主催

先生からのメッセージ

　　発達障がい者の身体機能と　　　
　　    感覚の問題への対応

講演会 



＜スケジュール＞    (岩永竜一郎氏)

（受付 12:30)

講　演 　13:00～

休　憩 　15:00～15:10

対　談 　15:10～

（質疑応答含む）    (緒方よしみ氏)

終　了 　16:30

　☆ 地図 西南学院大学西南コミュニティセンター

　☆ 所在先 福岡市早良区西新6-2-92
＜交通アクセス＞

地下鉄
西新駅3番出口より徒歩5分
バス
修猷館前バス停より徒歩5分

該当するものに○印をつけて下さい

①保護者(団体名)

(職場名・職種)

TEL FAX 携帯

〒

※ご記入頂いた個人情報は講演会等の実施に必要な事柄のみ使用します。

　(送信票は不要です。このまま送信してください。)

TEL/FAX 田中　0940-32-7220  お問い合わせ先 TEL   田中　0940-32-7220  
高島　092-885-0262

E-mail smasuyama27@gmail.com

講　師　紹　介

②支援者

長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科准教授。医学博士。認定作業療法
士。感覚統合認定講師。特別支援教育士スーパーバイザー。自閉症ス
ペクトラム支援士エキスパート。長崎県発達障害等支援・特別支援教
育総合推進事業専門家チーム委員。長崎県自閉症協会高機能部部長。
長崎発達支援親の会のこのこ顧問。

福岡市社会福祉事業団　福岡市発達障がい者支援センター所長。
群馬大学教育学部卒業後高崎市にて小学校教諭、結婚を機に福岡に移
り住む。知的障害者通所授産施設支援員、療育機関での研修員、知的
障害養護学校講師として勤務。自閉症の認知特性にあわせた「構造
化」に着目し、自閉症児者への支援に力を注ぐ。平成18年12月から現
在まで福岡市発達障がい者支援ｾﾝﾀｰで、発達障がい全般に関する相
談、支援に携わる。

お申し込み先

受講申込書

フリガナ

住　所

所属

③その他
氏　名

連絡先


